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新エネルギ=について
川井 秀夫

先日、当会の月例行事で吉野山へ行った際、Sさ んから「省エネの記事を読み私も色

々やってますョ」と言われて嬉しくなったんですが、「川井さんは何かやってますか」

と問われ「 ドキッ」。「家計の事は女房任せで数字的には説明できませんが、私が無人

の部屋や厨房の電気を消したり、テレビゃ冷曖房のつけつ放しをその都度制御したり、

水瓶に雨水を貯めて、散水や汚物の洗いに使ったり、車も運転が嫌いなせいもあつて積

極的には乗りますん」と、暫し省エネ談義をしながら、桜の風情を楽しんで来ました。

啓蒙する私でさえこんな調子ですから、一般市民の意識改革はまだまだだと自省をこ

めて残念に思っております。

C02育1減の大目標達成には不安がありますが、日本の先端技術は日進月歩素晴らし

ι`省エネ製品を世に送 りつつあります。新エネルギーを駆使した環境に優しい製品が続

々登場 しており、われわれ庶民としては徹底した「 グリーンコンシューマー」になるこ

とが大きな結果を生み出す事になるのではと考えます。新しいライフスタイルとは、古

きを捨てグリーン購入を始めるのも、小さな二歩ではないでしょうか。

新エネルギーとは。「再生可能エネルギー」と「従来型エネルギーの新利用形態」

の二つに分類されます。更に「再生可能エネルギーJは「 自然エネルギー」と「 リサイ

クルエネルギー」に分けられます。

【石油代替エネルギー】

① 石炭 (200年 )② 天然ガス (60年〉 ③ 原子力 (無限)

括弧内数字は可採埋蔵量と利用可能年数。因に石油は (40年 )。 ①② :ま C02排 出。

【自然エネルギー】

従来型 ◆水力発電・地熱発電・

新エネ ◆太陽光発電 。・ 太陽電池。太陽の光を電気に変換。家庭向きには交流に変換
`

◆太陽熱利用・・ 太陽温水器.風呂や給湯、床暖房、吸収式冷凍機による冷房。

◆風力発電  "風 カエネルギーの40%を電気に変換。現在440基稼働。

◆雪氷熱利用 ¨ 雪や氷の冷熱エネルギー利用。建物の冷房。農作物の冷蔵。

◆バイオマス ¨ 植物などの生物体(バ イオマス)有機物で構成されており燃料

発電・熱利用  として利用。間伐材・廃材・農作物残洋→燃焼

農作物→アルコール→燃焼 菜の花・ 砂糖黍 等   ,

汚泥・ 家畜の糞尿→メタンガス

黒液 くパルプ製造の副産物)

外に波力発電・ 海洋温度差発電が研究段階にあります。
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【リサイクル エネルギー】  ‐

◆廃棄物発電・廃棄熱利用       |
ゴミを焼却する際の「熱」で高温高圧の蒸気を作り、その蒸気でタービンを回し発電。

発電 した後の排熱は、周辺地域の冷暖房や温水として有効利用。

まとまった量あゴミと地域間の協力、地域住民の理解が重要です。

◆廃棄物燃料製造

家庭から出る「燃えるゴミ」を細かく砕き、乾燥させ腐らないように添加剤を加え圧

縮する。廃棄物固形燃料RDF(Ref,se Derived Fuel)が 誕生する。

また廃プラスティックを石油に還元したり、天ぷら油など廃食油からディーゼル自

動車用の燃料を作る。

◆温度差エネルギー

海や川の水温は、夏も冬もあまり変化がなく、外気との温度差があり、これを「温度差

エネルギニ」と言ぃます。ヒートポンプや熱交換器を使い冷曖房に利用。

また、工場や変電所などから排出される熱も外気との温度差があり利用できる。

温室栽培、水産養殖など地場産業や寒冷地の融雪用の熱源として利用される。

【従来型エネルギァの新利用形態】

◆燃料電池

「水素」と「酸素」を化学反応させて直接電気を発電する装置。燃料となる「水素」は天然

ガスやメタノールを改質して作る。「酸素」は大気中から取 り入れ、発電と同時に発生

する熱も活用できる。

大型の発電施設からオフイスビルの中規模のもの、家庭で使う小型のもの、自動車や

船舶などの駆動軸など夢のエネルギーとして用途が広がる。‐

将来、海水を電気分解して水素を無尽蔵に作れる時代も遠 くありません。

◆天然ガス コージエネレーション

発電機で電気をつくるときに発生する「熱」を同時に利用して給湯、暖房に使うシス

テムの事です。病院やデパー ト、また停電による自家発電設備として有効利用される。

◆クリーン エネルギー自動車

電気自動車・ハイプリッド自動車:天然ガス自動車・メタノール自動車・ソーラーカ■

など、効率の良さ、二酸化炭素・続黄酸化物等 有馨排気物の減少に繋がる。

色々とご紹介 しましたが、科学技術が世の中を変えては行きますが、消費者の意識改革

が最重要であることには変わりはありません。

世界の人口増加は避けられず、エネルギニ消費は減る事はないでしょう。新しいエナジ

ーが環境を守り、消費の増大をカバニするとしても、個人個人の良識が、これからの時代

次回は「森林問題」を考えます。
を左右する事を銘記 したいものです。
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カイツプリ 長野  晃

冬の間カモ類にすつかり人気を奪われていた格好のカイツプ リの出番が春の到来ととも

にまた巡らてきました。冬羽は地味な薄茶褐色で、ひときわ鮮やかなカモたちの中では身

体も小さいカイツプリが霞んでしまうのも無理はありません。しかし夏羽は黒つぽい頭部、

赤褐色の顔から頚部、嘴基部の黄白色の模様も鮮やかになりなかなか捨てたものではあり

ません。 (学名の種小名コ面面Lsは 「赤い頸」の意)

内湾から湖、池、溜池、河りllに至るまで、どこにでもいますので、夏のバー ドウォッチ

ングにとっては貴重な水辺の鳥であり、鳥合わせの際の貴重な一種です。

この鳥もまたゆつくり観察してみるとなかなか面白いものです。普段の鳴き声は「キリ

キリ・・・」とか「キュルキュル 3● ●」と聞こえますが、縄張り争いの際は遥かにけた

たましく鋭い声で鳴きます。水面すれすれに水しぶきをあげて一直線に飛び交いながら相

争う様はなかなか見ものです。他に「ピッ」とひと声警戒音を出すこともあります。

カイツプリの特技はいうまでもなく「潜る」ことです。そもそもカイツプリの名は、水

を掻いて (カイ)、 ずぶり (ツ プリ)と潜ることから来ているようです。(他説もある)

潜るのが商売ですからスコープに入れても、すぐに潜りまた別のところに出てくる、の繰

り返しですからじつくり見るのは容易ではありません。漢字は「鳩Jを宛て「にお」と読

みますが、これはこの鳥の古名です。新古今集に「場の海や月のひかりのうつろへば浪の

花にも秋は見えけり」という歌が出ていますが、「鳩の海」は琵琶湖のことで、カイツプリ

は滋賀県の県鳥です.

スコープに入れるのは大変ですが、双眼鏡と両刀使いで辛抱強く待つていると、魚をく

わえて水面に出てくるのを目撃できます。土地柄か赤い金魚をくわえて上がってくるのも

よく見られます。

カイツプリをカモの仲間だと思つている人も多いようですが、全く別のグループです。

嘴は尖り、カモの扁平な嘴の縁にある細かいギザギザもありません.カモの足には水掻き

がありますがカイツプリの足は弁足といつて指にヒレが付いています。

さて、この鳥が歩いているところや飛んでいるところを見た人はかなり熱心なウォッチ

ャーだと思います。カイツプリの足は水面や水中で泳ぎ易いように身体の最後部に付いて

おり、恐らくカワセミ同様地上を歩くことは殆んど不可能ではないかと思います。 (属名の

POdiCepsは 「尻に付いている足」の意)私自身も、水からあがり巣の上でごそごそと抱卵

のための位置決めをする姿しか見たことがありません。

飛ぶことについては、何時も水面におり泳いだり潜つたりして移動するほか、水面すれ

すれにせいぜい 10～20m飛ぶのを見る程度でしょう。私はただの一度だけですが垂仁天皇

陵の濠から数十m離れた養魚池へ飛んで行くのを目撃しました。意外にしつかりした飛翔

であつた印象があります。よく分りませんが、恐らく長距離を飛ぶのは夜なのでしょう。

カイツプリの巣は水面に水草を積み上げたもので「鳩の浮き巣」と言われ、不安定なこ

とのたとえに使われます。しかし実際は葦などに固定されていて水量の増減にともなつて

上下に動くようになっており水の増減にも上手く対応できるそうです。

冒頭で冬羽、夏羽の話をしましたが、山渓カラー名鑑「日本の野鳥」に「各種の図鑑で

冬羽とされているものは若鳥であり、成鳥は冬も繁殖期 と同色という意見もある」との記

述があります。私も真冬に夏羽の個体を何度か見たことがありますので、この可能性も捨

てきれない気もします。こんな基本的なことが今になつてもまだはつきりしていない鳥の

世界は奥が深いですね。



近幾自然歩道 。まほろばの路 第 1回吉野・宮滝から吉野山ヘ

同時 :平成 17年 4月 11日

時間

行程

天候

参加

大和上市駅 9:50～吉野駅 15:40

宮滝～桜本神社～喜佐谷～林道～水分神社～奥の千本～如意輸寺～吉野駅 (距離 7k m)

小雨後曇り 出発時気温 13度

19名

会員 :阿部和生、大石門三、勝田均、川井秀夫、斎藤和子、砂山昭子、篠原章二、田中紗代子

(小学校 6年生)、 田中澄代、田中雅英、林玲子、福谷苓子、宮澤喜代子、柳田弥知子、

吉村篤子、吉村さつき、弓場厚次、弓場京子

会員外 :高橋弘志

担当 :大石門二、斎藤和子

桜の国の桜の名所、ここ吉野から旅立ちを開始した長期シリーズ、近畿自然歩道は煙霧けむる

肌寒き一日であつた。19人の仲間はどんな想いでこの吉野山にきたのであろうか (太字は各自の

コメント)。 その吉野は古代より、「えぬし」といわれ、文字通り「好い野」という歴史とロマン

の香り高い土地である。また義経に始まり、静御前、西行、後醍醐天皇、補正行と「歌書より軍

書にかなし吉野山」といわれるほど、日本人の心の琴線に触れる、もの悲しき思いにふける土地

でもある。一行は宮滝離宮跡を横に見、蒼く透き通つた深淵の吉野川を渡り、オドリコソウの歓

迎を受けた。それもあちこちに、大感激。畦麟旨から吉野山へ登る山道、昔の遠足を思いながら楽

しい登山、山の草花を観察しながら本当に楽しい一日でした」。新入会の二人を迎えた一行は喜佐

谷川沿いを登つて行つた。「入会初参加。あいにくの天候でしたが、音を偲びながらの散策は自然

を満喫しこれから楽しみですJ。 やがて登りつめると本流から分かれ、急傾斜の山道に入つた。見

事に間伐された杉、下草も立派に生え、杉は直ぐなる心を求めて、真つ直ぐに太陽を求めて林立

していた。1ヘクタールに 1万本も植えるといわれる吉野林業は、密植、多聞伐、長伐期を特徴

とし、年輸幅が小さくそろつて、曲がりが少なく、本末同大で節が少なく優良なる建築材として

評価されている。昭和の 20年代後半まで筏により吉野川、紀の川を下つた由。「吉野山へは、い

つもハイキングのつもりで道路上を歩いて来たが山道は初めてであつた。山道は多湿で植生が豊

かで楽しからたJ。 ふと足元に目をやると、それはシヨウジョウバカマが雨の中でひときわ艶やか

な雰囲気を醸しだしていた。「シヨウジョウパカギの色々にお日にかかつたのが素晴らしい。自、

黄色、ビンク等、桜を見にきたが素晴らしい野草に出会えて良かつた」「思いがけず沢山の植物に

出会えて嬉しかつたです。自のショウジョウパカマの美しさも格別でした」「植生暮かな山の中で

沢山の花や樹木と出会えてよい観廉会だつた。特に白いショジョウパカマが印象に残つた」。本居

宣長も歩いた山道も、やがて尾根筋へ出、小雨も止まず、水分神社下の、茶屋の軒下をお借りし

て昼食。茶屋の庭には見事なエ ドヒガンザクラがくつきりと咲き誇つていた。「義経がたどつたと

いう古道を歩いてみたいという念願がかなつて、達成感を味わうことが出来た。道中の野草も鷲

きと感激の連続だらた」「黄、自、ピンクのショウジョウノ`カマは美しかつたナ・・水分神社で見

たカヤラン、どんな花が咲くのでしょうか」西行さんに思いを馳せながら、五分咲きの上の千本

を見ながら、一路如意輸寺へと下つた。「ミヤコアオイの花を初めて見ました。茶色でしみな花で

した」「初めての桜の時期の吉野山、濃霧で眺望がきかず残念でしたが幻想的でもありましたJ遥

かかなたには蔵王堂の雄大なる輪郭が遠望された。「高橋さん、毎回参加して指導してくださいれ

今日は参加して色々な植物を知りましたよ。中でもカンアオイは小きくてもランのようで初めて

見ました」「全山開花未だし、上 。中千本の花に酔う。雨上がる玉の雫の山桜」。長い長いまほろ

ば街道、神変大菩薩 「役行者さん」、道中の安全を宜しくお願い申し上げます。「役行者に誘われ

て、春風さやか奥駆 1里、気分はすつかリナチュラリスト」
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オオルノとキどタキ

ゴールデン・ウィークの山には夏鳥たちが勢揃いします。 2月 にお話しました瑠璃三鳥の

うちの「オオルリ」はコマドリ、ウグイス、と共に『 日本三鳴鳥』と云われ一際美声の持

ち主。 天に声と姿の二物を与えられたこの鳥に出会つたらパーダーでなくても惚れ惚れ

して足を止めてしまいます。同じ頃これも二物を与えられた黄色い小鳥「キビタキ」も到

着します。 オオルリは渓流沿いの林の高いこずえで誇らしげに謳う独唱がお似合い、声

をたよりに見ると比較的姿を見つけ易い鳥です。 一方「キビタキ」は明るい新緑の林で

他の鳥たちの合奏の中です際澄んだ声で誇らしげに鳴いてはいますが、やや見つけにくい

感 じがします。 大木の一番下の大きな枝などで飛んで来る昆虫を捕つては又もとに戻 り

ます (英名にフライキヤッチャーがつく)

その美声は三鳴鳥に決して引けをとりません。

秋遅くまで日本に留まリミズキやツリバナの

香霧督亀:はEよ£]二littI基二菫手、畢讐ど
ぶ

いつもより少し朝早く森林浴を兼ねて出かけ

て見ませんか。 キビタキに出会える頃には

あなたの顔が緑に染まつているでしよう。

鳴き声のちがい

オオルリ ピーリーッ、ポピーリポピーリ、

★このジジッが聞き分けのポイント

キビタキ ピッコロロ、ピツコロロ、ポピピイ、

ポッピピリなどを繰り返し、ツクツクホーシと聞こえたり個体によつて

いろんなバージョンがあります 小田 久美子

ヽL―″―r i

ジジッ スズメ大の
資ビタキJ

ヘヽゾ臨たっ
跡 叫J
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★4/3 シマアジ (カ モ科)平城京水上池 (主に旅鳥として春と秋に通過する)(小日)

★4/4 ヤツガシラ (ブ ッポウソウ科)ムクドリより大きい (日 本では数の少ない

旅鳥として全国で記録がある)平城京                (4｀ 田)

★4/14イ ソヒヨドリ♂ 帝塚山学園の屋上 (学園前駅のホームから見ました)

さえずつていた。 (バ、田)

★ フウロウの声を3月 22日の夜10時自宅の2階のベラン費 聞きま睫 。(斎藤)

★ 近鉄御所駅の近くの店のアンテナで26羽のイカルがきれいな声でなんやら おい べりをしてました。

3日後 また同じアンテナであ どは8羽 賑やかな国道筋の店のアンテナにイカルがいる不思議。

(斎藤)

★ 葛城山の麓に借りている畑のすい の体耕日にもヽつも来るキジのこのところOt曖 れいなこと。羽が

てかてかひかつて太陽の光の具合費 れがなんか万華鏡のよう1乱 ろヽんな色に変化します。日の周り

の赤い色も真紅つてこんな色かと思うi承ど。'すに ばにくるので tわくりと 畑仕事もそつちの階 みて

もヽます。 名前も「雉太郎」と去年からつllTtヽます。(斎藤)
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